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                                   ご　注　意

①このソフトウェアの著作権は、株式会社ＩＡＩ(アイエイアイ)にあります。
②このソフトウェア及びマニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。
③ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則になっております。
④このソフトウェア及びマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができます。
⑤このソフトウェア及びマニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますので

ご了承下さい。
⑥このマニュアルの表紙に記載の版数（Ｖer.またはＥdition）と、ソフトウェアの版数（Ｖer.）は全く一

致しておりませんので御了承ください。
⑦このマニュアルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。
⑧本ソフトウェアはＷ indows3.1、Ｗ indows95、Ｗ indowsNTで動作します。(本ソフトウェアにはＷ ind

owsは付いていません)。従って、本ソフトウェアを御使用になる人は、Ｗindowsの基本的操作を出来る
事が前提となります。

Microsoft、MS､MS-DOS、Windows、Windows3.1、Ｗindows95、ＷindowsNTは、米国Microsoft    Corporation
の登録商標です。

Copyright 1995. July ＩＡＩ Corporation.　All rights reserved.
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１．お使いになる前に

1ｰ1.　ご使用に際して提供されるもの（製品構成）

　本ソフトウェアの使用に際しまして、次のものが提供されていることを御確認下さい。
①本マニュアル １冊
②ソフトウェアの入った3.5インチフロッピーディスク ２枚
③ソフトウェア使用許諾契約（説明）書 １枚
④ユーザー登録カード（ソフトウェア使用許諾契約書兼用・官製はがき）*1 １枚
⑤標準ＲＳ２３２Ｃケーブル*2 １本
 （*1 ユーザー登録カード（ソフトウェア使用許諾契約書）は、必ず弊社まで御返送下さるよう御願い申

し上げます。御返送されない場合は、ユーザーサポートができなくなります）
 （*2 ＮＥＣ製コンピューター御使用の際、一部機種においては、別途、アダプターを必要とする場合が

あります）

1ｰ2.　ご準備していただくもの（動作環境）

　本ソフトウェアは、次のようなコンピュータ本体や周辺機器が必要です。
①コンピュータ本体、及び適合するキーボード

Ｗ indowsが動作するパーソナルコンピュータ*1、及び適合するキーボード。
（*1　パーソナルコンピュータ：以下、本書では「パソコン」と略記します）

②メモリ
Ｗ indowsを動作させるのに必要なメモリ容量に準じます。

③ディスプレイ
パソコン本体に適合するディスプレイ*1。

（*1　ディスプレイ：以下、本書では「ＣＲＴ」とも表記します）
④グラフィックボード

ＶＧＡ以上。
⑤マウス等ポインティングデバイス、及び適合するマウスドライバ

本ソフトウェアを快適に操作していただく為のマウス等ポインティングデバイス、及び適合するマウス
ドライバ。

⑥Ｗ indows
Ｗ indows3.1、Ｗ indows95、Ｗ indows NT

⑦フロッピーディスクドライブユニット
3.5インチ型1.25または1.44ＭＢフロッピーディスクドライブユニット。

⑧ハードディスク
２ＭＢ以上の空き領域があるハードディスク。（本ソフトはハードディスクにインストールして使用）

⑨シリアルポート
ＲＳ２３２Ｃシリアルポート（２５または９ピン）。

⑩プリンタ
パソコン本体に適合するプリンタ。
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1-3.　本ソフトウェアのインストール

　本ソフトは、パソコンのハードディスクにインストールして使用します。ここでは、本ソフトのインス
トール方法を説明致します。

①フロッピードライブに本ソフトのディスク1を挿入します。

②ディスク1にあるSetup.EXE を実行してください。

③インストールプログラムが実行されますので、メッセージに従がって操作してください。

④インストールプログラムが終了すると、Ｗ indows3.1の場合はSELWIN という名前のグループアイコ
ンが作成され、画面上に現われます。その中のSELWIN アイコンをダブルクリックすると、本ソフト
が起動します。
また、Ｗ indows95、Ｗ indowsNTの場合は ,スタートメニューにSELWIN という項目が作成され、そ
の項目を選択することにより本ソフトが起動します。

1-4.　本ソフトウェアの起動

①スーパーＳＥＬコントローラ及びパソコンの電源をＯＦＦにして、付属の標準ＲＳ２３２Ｃケーブルに
て、スーパーＳＥＬコントローラとパソコンを接続します。

②スーパーＳＥＬコントローラ及びパソコンの電源を投入し、Ｗ indowsを起動します。

③本ソフトを起動します。
（※本ソフトは、起動する際に、スーパーＳＥＬコントローラとパソコンが接続されているか否かによっ
     て、オンラインモードかオフラインモードかを判定していますので、本ソフト起動後にスーパーＳＥ
     Ｌコントローラとパソコンを接続してもオンラインモードで使用することはできません）

④御使用のパソコンに2台以上のスーパーSELコントローラが接続されている場合は、通信ポートの選択
ウィンドウが開きますので、目的のコントローラが接続されているポートを選択します。

⑤オフラインの場合は、アクチュエータの軸数を尋ねるウィンドウが開きますので、適切な軸数を選択し
て下さい。

⑥本ソフトのメインメニュー（初期メニュー画面）が現れますので、以降は操作目的に応じて、画面表示
に従いながら適切な入力を行って下さい。
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1-5.　本ソフトウェアの機能とスーパーＳＥＬコントローラの対象機種

①本ソフトの機能のうち、コントローラの機種により使用できない機能があります。
それを下記に表示します。

②拡張命令語は、スーパーＳＥＬコントローラ・Ａ／Ｂタイプ及びテーブルトップタイプでは御使用にな
れません。尚、拡張命令語には次ぎのコマンドがありますが、詳細につきましては、お買い求めのスー
パーＳＥＬコントローラに添付の取扱説明書を御参照願います。

＊拡張命令語
アクチュエータ制御宣言(ＳＣＲＶ)
アクチュエータ制御命令(ＭＶＰＩ，ＭＶＬＩ，ＡＸＳＴ)
タイマー命令(ＧＴＴＭ)
演算命令(ＴＲＡＮ)
ポジションデータ操作命令(ＰＡＸＳ)
構造化ＩＦ命令(ＩＦＥＱ，ＩＦＮＥ，ＩＦＧＴ，ＩＦＧＥ，ＩＦＬＴ，ＩＦＬＥ，

ＥＬＳＥ，ＥＤＩＦ，ＩＳＥＱ，ＩＳＮＥ)
構造化ＤＯ命令(ＤＷＥＱ，ＤＷＮＥ，ＤＷＧＴ，ＤＷＧＥ，ＤＷＬＴ，ＤＷＬＥ，

ＬＥＡＶ，ＩＴＥＲ，ＥＤＤＯ)
外部入出力命令(ＯＰＥＮ，ＣＬＯＳ，ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴ，ＳＣＨＡ)
ストリング処理命令(ＳＣＰＹ，ＳＣＭＰ，ＳＧＥＴ，ＳＰＵＴ，ＳＴＲ，ＳＴＲＨ，

ＶＡＬ，ＶＡＬＨ，ＳＬＥＮ)

③本ソフト(Ｗ indows版)とＤＯＳ版のデータのコンバータは、巻末の「補足」を御参照下さい。

プログラムの一括読込・保存

 オフラインのパラメータ印刷

拡張命令語

変数の内容チェック

機        能

   スーパーＳＥＬ・
   Ａ／Ｂタイプ

（テーブルトップタイプ）

                可

                可

                可

                可

                可                 可

         不　可

         不　可

         不　可

   コントローラ・メイ
   ンソフトVer.2.0以
   降で可
   コントローラ・メイ
   ンソフトVer.2.0以
   降で可

   一部通信機能のみ
   不可

    スーパーＳＥＬ・
    Ｃ／Ｄタイプ

    スーパーＳＥＬ・
    Ｅ／Ｇタイプ
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２．メニューウィンドウ
2-1.　メニューの説明
　本ソフトが起動しメインのウィンドウが開かれると、９項目のメニューとスピードバー上に23個のアイ
コンが現れます（初期画面：メインメニュー）。

      オンライン起動画面

      オフライン起動画面

   オフライン状態では、幾つかのメニューやアイコンは、表示されません。
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2-2.　コマンドの説明

ﾌｧｲﾙ(F) オフラインでのファイル操作を行います。
新規作成 プログラム・ポイントデータファイルを新規に作成します。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P) 新規プログラムの編集ウィンドウを開きます。
ﾎﾟｲﾝﾄ(O) 新規ポイントデータの編集ウィンドウを開きます。

開く(O ) 登録されているプログラム・ポイントデータファイルを選択して開きます。
上書き保存(S) Ctrl+S 編集中のプログラム・ポイントデータを、同一名称ファイルとして上書き

保存します。
名前を付けて保存(A) Ctrl+A 編集中のプログラム・ポイントデータを、別名称ファイルとして名前を付

けて保存します。
ｺﾝﾄﾛｰﾗﾍﾛｰﾄﾞ(L) 登録されいるプログラム・ポイントデータ・パラメータファイルを選択し

て、コントローラへ転送して読み込ませます。
印刷(R ) 選択されたプログラム・ポイントデータ・パラメータファイルを印刷しま

す。
終了(X ) 本ソフトを終了します。

編集(E ) プログラム・ポイントデータを編集する場合の補助作業を行ないます。
切取り(U)C tr l+X マークされた行をクリップボードへ移動します。
複写(C)C t r l+C マークされた行をクリップボードへ複写します。
張付け(P)Ct r l+V マークされた行へクリップボードのデータを複写します。
挿入(I)Ct r l+I カーソルで指定した行に1行挿入します。
検索(S) Ctrl+F 検索する文字列の設定および検索を行ないます。
次検索(N)C tr l+N 上記で設定された文字列を、続けて検索します。
置換(R)C t r l+R 設定された文字列を検索し、設定された文字列に置換えます。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾗｰ確認(H)Ctrl+E 編集中のプログラムのエラー確認を行ないます。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(M) パラメータ関連を扱います。（オンライン）
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P) プログラムパラメータの変更を行ないます。
ﾎﾟｲﾝﾄ(O) ポイントパラメータの変更を行います。
ｻｰﾎﾞ(E) サーボパラメータの変更を行います。
軸( A ) 軸別パラメータを扱います。

ｻｰﾎﾞ(A)　 軸別サーボパラメータの変更を行ないます。
原点復帰(H) 軸別原点復帰パラメータの変更を行ないます。
ﾓｰﾀ(M) 軸別モータパラメータの変更を行ないます。
ｹﾞｲﾝ(G) 軸別ゲインパラメータの変更を行ないます。
機構(C ) 軸別機構パラメータの変更を行ないます。（バージョン3.0以降のみ表示）

ｼﾘｱﾙI/O(L) シリアル I/O パラメータを扱います。（SIOボード搭載時のみ表示）
ﾁｬﾝﾈﾙ(1) チャンネル1のシリアル I/O パラメータの変更を行ないます。
ﾁｬﾝﾈﾙ(2) チャンネル2のシリアル I/O パラメータの変更を行ないます。

高速入力(I) 高速入力パラメータの変更を行ないます。（高速入力ボード搭載時のみ表示）
保存(S ) パラメータをファイルに名前を付けて保存します。
印刷(R ) パラメータの印刷を行ないます。
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P) コントローラ内のプログラム関連を扱います。（オンライン）
実行(U ) 指定されたプログラムの実行・停止を行ないます。複数プログラムを並行

して実行できます。
編集(E ) プログラムの編集を行います。
書込み(W) 編集中のプログラムをコントローラに書込みます。
複写(C ) プログラムの複写を行ないます。
削除(D ) プログラムの削除を行ないます。
保存(S ) プログラムをファイルに名前を付けて保存します。
一括保存(V) コントローラ内の全てのプログラムを1個のファイルとして名前を付けて

保存します。
印刷(R ) プログラムの印刷を行ないます。

ﾎﾟｲﾝﾄ(R) コントローラの位置データを扱います。（オンライン）
編集(E ) 指定した範囲のポイントの編集を行ないます。
書込み(W) 編集中のポイントをコントローラに書込みます。
位置取得(G)Ctr l+G 軸の現在位置をカーソル位置に読み込みます。
削除(D ) 指定した範囲のポイントの削除を行ないます。
保存(S ) 編集中のポイントファイルに名前を付けて保存します。
印刷(R ) ポイントの印刷を行ないます。

ﾃｽﾄ(T) コントローラの操作関連を扱います。（オンライン）
ｻｰﾎﾞ(S) 軸の状態確認、およびジョグ動作を行ないます。
入力( I ) 入力ポートの状態の表示を行ないます。
出力(O ) 出力ポートの表示、変更を行ないます。
ﾌﾗｸﾞ(F) プラグの表示、変更を行ないます。
変数(A ) グローバル変数（200～399）の表示を行ないます。
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ(V) バージョンの表示を行います。
消去(C ) コントローラ内のパラメータ・プログラム・ポイントの消去を行ないます。
ﾘｾｯﾄ(R) コントローラのリセットを行ない、電源ON時と同じ状態となります。

設定(S)　　　　　　
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ(R) プリンタの設定をします。

ｳｨﾝﾄﾞｳ(W) 画面表示されているウィンドウの管理を扱います。
ｶｽｹｰﾄﾞ(C) 表示されている複数のウィンドウを斜めに少しずつずらして並べます。
ﾀｲﾙ横(H) 表示されている複数のウィンドウを水平方向に分割して並べます。
ﾀｲﾙ縦(V) 表示されている複数のウィンドウを垂直方向に分割して並べます。
ｱｲｺﾝの整列(I) アイコンを最下段に並べます。

ﾍﾙﾌﾟ(H) 　　　　　　　
目次(C ) SEL Winの使い方・SEL言語・資源についての説明をします。
検索(S)Ctr l+H トピックの検索をし、そのキーワードの説明をします。
情報(A ) ソフトウェアの著作権、バージョン等を表示します。
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2-3.　スピードバーの説明

プログラムファイルの新規作成を行います。
ﾌｧｲﾙ(F)→新規作成(N)→ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)と同様の動作をします。

ポイントファイルの新規作成を行います。
ﾌｧｲﾙ(F )→新規作成(N)→ﾎﾟｲﾝﾄ (O)と同様の動作をします。

ファイルの編集を行います。
ﾌｧｲﾙ (F )→開く(O)と同様の動作をします。

コントローラへ読み込みます。
ﾌｧｲﾙ(F)→ｺﾝﾄﾛｰﾗﾍﾛｰﾄﾞ(L)と同様の動作をします。

編集内容をファイルへ保存します。
ﾌｧｲﾙ(F)→上書き保存(S)､または名前を付けて保存(A)と同様の動作をします。

編集内容をコントローラへ書込みます。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→書込み(W)､またはﾎﾟｲﾝﾄ(R)→書込み(W)と同様の動作をします。

ファイルの印刷を行ないます。
ﾌｧｲﾙ (F )→印刷(R)と同様の動作をします。

選択範囲をクリップボードへ切取ります。
編集(E)→切取り(U)と同様の動作をします。

選択範囲をクリップボードへ複写します。
編集(E)→複写(C)と同様の動作をします。

クリップボードの内容を張付ます。
編集(E)→張付け(P )と同様の動作をします。
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文字列の検索を行ないます。
編集(E )→検索(S )と同様の動作をします。

指定された文字列の次の検索を行をないます。
編集(E )→次検索(N)と同様の動作をします。

指定された文字列を指定された文字列への置換を行ないます。
編集(E )→置換(R )と同様の動作をします。

プログラム実行ウィンドウを開きます。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→実行(U)と同様の動作をします。

プログラムのエラーチェックを行ないます。
編集(E)→ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾗｰ確認(H)と同様の動作をします。

軸の現在位置をポイントデータとして取得します。
ﾎﾟｲﾝﾄ(R)→位置取得(G)と同様の動作をします。

軸の状態表示と操作を行ないます。
ﾃｽﾄ(T)→ｻｰﾎﾞ(S)と同様の動作をします。

入力ポートの状態を表示します。
ﾃｽﾄ(T )→入力(I )と同様の動作をします。

出力ポートの状態を表示します。
ﾃｽﾄ(T )→出力(O)と同様の動作をします。

フラグの状態を表示します。
ﾃｽﾄ(T)→ﾌﾗｸﾞ(F)と同様の動作をします。
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グローバル変数の内容を表示します。
ﾃｽﾄ(T )→変数(A)と同様の動作をします。

ヘルプ画面を表示します。
ﾍﾙﾌﾟ(H)の中の検索と同様の動作をします。

コントローラの再起動(リセット)を行ないます。
ﾃｽﾄ(T)→ﾘｾｯﾄ(R)と同様の動作をします。
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３．パラメータウィンドウ
3-1　プログラムパラメータ

①メニューからﾊﾟﾗﾒｰﾀ(M)→ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)と選択します。

②プログラムパラメータのウィンドウが開かれます。
適切なパラメータを選び、その値を修正します。
なお、半透明になっているプログラム数、タスク数、プログラムステップ数はコントローラ固有の値な
ので、変更する事は出来ません。

③修正後ＯＫをクリックするとプログラムパラメータの書込みウィンドウが開きますので、  はい（Y）を
クリックし変更した内容をコントローラに書込みます。
キャンセルをクリックすると内容を変更せずに終了します。
パラメータ変更後はその設定を有効にする為に、一度リセットする必要があります。

＊上記では、プログラムパラメータについて述べましたが、シリアル I/Oパラメータ以外のその他のパ
   ラメータについても、操作方法は共通となります。
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3-2　シリアルＩ/Ｏパラメータ

①メニューからﾊﾟﾗﾒｰﾀ(M)→ｼﾘｱﾙI/O(L)→ﾁｬﾝﾈﾙ(1)または、ﾁｬﾝﾈﾙ(2)と選択します
ﾁｬﾝﾈﾙ(1)はチャンネル№１、ﾁｬﾝﾈﾙ(2)はチャンネル№２の変更をします。

②シリアル I/O パラメータのウィンドウが開かれます。
適切なパラメータを選び、通信先の仕様にあった値をマークしタイムアウトの設定をします。

③修正後ＯＫをクリックするとシリアルI/Oパラメータの書込みウィンドウが開きますので、はい（Y）を
クリックし変更した内容をコントローラに書込みます。
キャンセルをクリックすると内容を変更せずに終了します。
パラメータ変更後はその設定を有効にする為に、一度リセットする必要があります。
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４．プログラム実行ウィンドウ

①メニューからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→実行(U)と実行します。

②タスク状態ウィンドウが表示され、このウィンドウには次の項目があります。
Ｐｒｏｇｒａｍ
             プログラム№とステップ数が表示されます。ここで実行するプログラムを選択します。
Ｎｏ．

         タスク№を表示しています。
Ｓｔｓ

         プログラムの状態を表示します。
Ｌ

         タスクレベルを表示します
Ｐｇ

         実行中のプログラム№を表示しています。
Ｅ～Ｃｏｍｍｅｎｔ

         現在実行しているステップを表示します。各項目はプログラム編集のものと同じです。
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③このウィンドウには次のボタンがあります。
            実行

 プログラムリストで選択されているプログラムを実行します。
            停止

 タスクリストで選択されているプログラムを停止します。
全停止

 実行中の全てのプログラムを停止します。
ローカル変数

 タスクリストで選択されている実行中プログラムのローカル変数ウィンドウを開きます。
キャンセル

 ウィンドウを閉じます。ウィンドウを閉じても実行中のプログラムは停止しません。
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５．プログラム編集ウィンドウ
5-1.　プログラム編集ウィンドウの項目説明

①メニューからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→編集(E)と選択します。

②プログラム選択ウィンドウが表示されますので、編集するプログラム№を選択しＯＫをクリックします。

③コントローラプログラムウィンドウが表示され、このウィンドウには次の項目があります。
Ｓｔｅｐ

       プログラムの行番号が表示されます。入力の必要はありません。

Ｅ
       拡張条件を指定します。ＡかＯで指定します。

        Ａ　＝　Ａｎｄ
        Ｏ　＝　Ｏｒ

       を表しています。

Ｎ
       入力条件の反転を指定します。Ｎを指定すると反転になります。

        Ｎ　＝　Ｎｏｔ

Ｃｎｄ
       入力条件を指定します。入出力ポート・フラグを指定します。
       範囲は１～９９９です。

Ｃｍｎｄ
       コマンドを指定します。アルファベットキーをキーボードから直接入力するか、ここでダ

                           ブルクリックして、プログラム命令リストの内容を呼び出して選択します。必要なコマン
                           ドをキー入力すると、該当するコマンドにカーソルが合います。リターンキーを押すか、
                           ダブルクリックすると、コマンドが入力されます。

Ｏｐｅｒａｎｄ１、２
       ここに入力できるデータには次のものがあります。

数値
   数値データ、入出力ポート・フラグ、変数№、カラム№、タグ№、サブルーチン№、軸№、
   ポジション№、プログラム№、タスクレベル、資源№、チャンネル№等で、直接数字を入
   力します。
変数
   数値データを指定する項目で、＊変数№と入力する事によって間接指定が出来ます。
   例えば変数１に１０が入っていた場合、*1と指定すると10を指定した場合と同じ動作をし
   ます。
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軸パターン
２進数表記で軸を指定します。

        ０　＝　非選択
        １　＝　選択

となります。
文字列

''で囲まれたデータは、文字列として認識します。
'SEL' の様に入力します。一度に指定できる文字数は半角４文字までです。

Ｐｓｔ
       各命令ごとの結果条件に合った場合にオンにされる出力ポート・フラグを指定します。
       入力は数値で、範囲は３００～９９９です。

Ｃｏｍｍｅｎｔ
       プログラムの注釈を書いておく事が出来ます。文字数は１８文字(半角)です。
       ここを有効に使用し、見易いプログラムを作るのに役立てて下さい。
       また、コメントだけの行や空白行も許されるので必要に応じて使用して下さい。

④Ｃｏｍｍｅｎｔにカーソルを合わせ、リターンキーを押すと次の行に移動します。



INTELLIGENT  ACTUATOR

Super  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  Manual

5-2.　エラーウィンドウの説明

①メニューから編集(E)→プログラムエラー確認(H)と選択します。

②プログラムエラー確認を実行すると、エラーがあった場合は、エラーリストが表示されます。
　エラーリストには、行番号と列番号およびエラーの種類が書かれており、そこをダブルクリックすると
   そのエラーがある位置へカーソルが移動します。
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②  ﾌｧｲﾙ(F)→名前を付けて保存(A)
プログラムに名前を付けてファイルに保存します。

③  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→書き込み(W)
プログラムをコントローラに保存します。
コントローラプログラム編集時のみ使用可能です。

          注）プログラムにエラーがあった場合は、エラーウィンドウを表示します。

④  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集ウィンドウを閉じる
                編集終了時に書込確認のメッセージが表示されます。

はい(Y )
 プログラムを更新して終了します。
 プログラムを読み込んだ所へ書き戻します。

いいえ(N)
  プログラムを破棄して終了します。

キャンセル
 終了を中止して編集を続けます。

           注）保存時には自動的にプログラムエラー確認が行なわれます。エラーがあった場合は、保存を中止
                  します。

5-3.　プログラム保存、及び編集終了について

①  ﾌｧｲﾙ(F)→上書き保存(S)
プログラムをファイルに保存します。

          注）ファイル名が指定されていない場合は②と同様となります。
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６．プログラム選択ウィンドウ
6-1　プログラム複写

①メニューからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→複写(C)と選択します。

②プログラム複写のウィンドウが表示されます。
    複写元のプログラムNo.をダブルクリックするとインフォメーションに複写元プログラム№が表示され

ます。

③複写先のプログラムNo.をクリックするとインフォメーションに複写先プログラム№が表示されますの
で下記のボタンを選択しクリックしてください。

追加
         複写先のプログラムの最後に複写元のプログラムを複写します。

上書き
         複写先のプログラムを消去しその先頭へ、複写元のプログラムを複写します。

キャンセル
         中止終了します。
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6-2.　プログラム削除

①メニューからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)→削除(D)と選択します。

②プログラム削除のウィンドウが表示されます。
削除するプログラム№をクリックするとインフォメーションに削除プログラム№が表示されます。

③削除ボタンをクリックするとプログラムを削除します。
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７．ポイント編集ウィンドウ
7-1.　ポイント編集ウィンドウの項目説明

①メニューからﾎﾟｲﾝﾄ(R)→編集(E)と選択します。

②ポイントデータ選択ウィンドウが表示されますので、編集範囲を選択し、ＯＫをクリックします。

③コントローラポイントデータウィンドウが表示され、このウィンドウには次の項目があります。
Ｎｏ．

         ポイントNo.です。入力の必要はありません。
Ａｃｃ

         加速度を指定します。
         設定範囲は０．０１～サーボパラメータの最大加速度までです。

Ｖｅｌ
         速度を指定します。
         設定範囲は１～サーボパラメータの最大加速度までです。

Ａｘｉｓ１～８
         各軸の位置を指定します。
         設定範囲は－９９９９．９９９～９９９９．９９９です。

④最終Axisにカーソルを合わせ、リターンキーを押すと次の行に移動します。

                                                        -23-



INTELLIGENT  ACTUATOR

Super  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  ManualSuper  SEL   PC  Interface-Software  Manual

7-2.　ポイント保存、及び編集終了について

① ﾌｧｲﾙ(F)→上書き保存(S)
ポイントをファイルに保存します。

注）ファイル名が指定されていない場合は②と同様となります。

② ﾌｧｲﾙ(F)→名前を付けて保存(A)
ポイントに名前を付けてファイルに保存します。

③ ﾎﾟｲﾝﾄ(R )→書き込み(W)
ポイントをコントローラに保存します。
コントローラポイント編集時のみ使用可能です。

④ ポイント編集ウィンドを閉じる
編集終了時に書込確認のメッセージが表示されます。

はい(Y )
ポイントを更新して終了します。
ポイントを読み込んだ所へ書き戻します。

いいえ(N)
ポイントを破棄して終了します。

キャンセル
終了を中止して編集を続けます。
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８．軸状態・操作ウィンドウ

①メニューからテスト(T)→サーボ(S )と選択します。

②軸状態・操作ウィンドウが表示されます。
軸の選択スイッチ、軸No.、現在位置、ステータスが表示されます。ここで、ポイント(R)→編集(E)
でポイント編集ウィンドウ(コントローラ･ポイント･データ)を開いておいて、ポイント(R)→位置
取得(G)を選択すると、軸の現在位置を取り込みます。

③軸動作スイッチをクリックする事により、軸状態の選択スイッチで指定した軸が動作ます。
原点復帰

 指定された軸を原点復帰します。
前進／後進

 軸のジョグ移動を開始させます。
 軸はスイッチを押している間、動作を行ないます。

    サーボＯＮ／ＯＦＦ
         サーボのＯＮ／ＯＦＦをします。

    加速度
         移動時の加速度を設定します。

    速度
         移動時の速度を設定します。
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９．入出力ポート・フラグウィンドウ

①メニューからﾃｽﾄ (T )→入力(I )または、出力 (O)または、ﾌﾗｸﾞ( F)と選択します。

②入力、出力、フラグのウィンドウが表示されます。
それぞれ現在の入力ポート、出力ポート、フラグの値を示しています。
出力とフラグにおいては、０／１キーでカーソル位置出力、フラグの状態を反転することが出来ます。
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10．グローバル変数ウィンドウ

①メニューからﾃｽﾄ(T )→変数(A)と選択します。

②グローバル変数ウィンドウが表示されます。
現在のグローバル変数（２００～３９９）の値を表示します。
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11．メモリ消去ウィンドウ

①メニューからﾃｽﾄ(T)→消去(C)と選択して下さい。

②メモリ消去ウィンドウが表示されます。
パラメータ、プログラム、ポイントの内初期化するものをマークしてＯＫをクリックして下さい。
パラメータは、初期値がセットされ、プログラム、ポイントは全て消去されます。
初期化した後は、コントローラをリセットし、プログラムも立ち上げ直して下さい。
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＊ 補 足

「スーパーＳＥＬパソコン対応ソフトＷindows版、付属アプリケーション」

*はじめに

　従来「スーパーＳＥＬ用パソコン対応ソフトＤＯＳ版」をお使いになってこられたお客様が、新たに
Ｗindows版ソフトをお使いになる時、これらのデータ形式には全く互換性がない為、なにかと不便を感じ
られる事があると思われます。この為、以下の様にデータ・コンバータ ソフト（ＣＯＮＶ．ＥＸＥ）を用
意致しました。
　この付属ソフト（ＣＯＮＶ．ＥＸＥ）はＷindows上でなくＤＯＳ上で走るものですので、その点は充分
注意して下さい。尚、このコンバータを常に使用される方は、「ＣＯＮＶ．ＥＸＥ」の格納してあるディレ
クトリにＰＡＴＨ設定をして置くとどこからでも起動出来ます。
　ＰＡＴＨ設定はルートディレクトリの「ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴ」というファイルに以下のような一
文を追加して下さい。
　　ＰＡＴＨ＝Ａ：￥ＳＥＬ  ＷＩＮ；％ＰＡＴＨ％
　この例の場合は、ＡドライブのＳＥＬ  ＷＩＮというディレクトリにファイルが納められている時です。
(ドライブによって、適切なドライブ名を指定して下さい)

１．データ・コンバータ　　ＣＯＮＶ．ＥＸＥの使い方

　スーパーＳＥＬパソコン対応ソフトのＤＯＳ版とＷ indows版のデータを相互変換するプログラムです。
これはＤＯＳ上で動作します。
　一度Ｗ indowsを終了するか、ＤＯＳ窓から操作して下さい。

　使用法はコマンドラインより

　　　　ＣＯＮＶ．ＥＸＥ　ファイル名．拡張子
　　　と入力します。

　その際データの種類を拡張子で判別しますので、ファイル名．拡張子まで全て書いて下さい。
　データの種類と拡張子は次の様になっています。

ファイルの種類 ＤＯＳ版 Ｗ indows版

パラメータファイル ＊．ＰＡＲ ＊．ＰＲＭ
プログラムファイル ＊．Ｆ３２ ＊．ＰＲＧ
一括保存プログラムファイル ＊．Ｘ３２ ＊．ＡＬＬ
ポイントファイル ＊．Ｐ３２ ＊．ＰＮＴ
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　変換されたファイルは元のファイル名に新しいデータの種類に対応した拡張子を付けた名前になります。
　もし、その名前と同じ名前のファイルが存在していた場合には、

..FileName.EXT exist, Overwrite OK [Y:yes] ?

　と言うメッセージが表示され上書きして良いか聞いてきますので、よろしければＹを押して下さい。
　他のキーを押すと変換せずに終了、もしくは次のファイルの変換に進みます。

　また、ファイルの指定にはワイルドカードが使えます。使用できるのは、＊と？で、

＊　＝　任意の文字列
？　＝　任意の文字

　　に対応します。

使用例：

CONV.EXE Data1.F32

Data1.F32と言う名前のＤＯＳ版のプログラムファイルを Data1.PRGと言う名前のＷ indows版
のプログラムファイルに変換します。

CONV.EXE *.P32

カレントディレクトリにある全てのＤＯＳ版のポイントファイルを同じファイル名で拡張子が
.PNTのＷindows版のポイントファイルに変換します。

CONV.EXE D*.X32

カレントディレクトリにあるファイル名がDで始まるＤＯＳ版の一括保存プログラムファイル
を同じファイル名で拡張子が.ALLになったＷ indows版の一括保存プログラムファイルに変換し
ます。

CONV.EXE Data?.PAR

カレントディレクトリにあるファイル名がData+１文字（Data1、Data2等）
のＤＯＳ版のプログラムファイルを同じファイル名で拡張子が.PRMのＷindows版のパラメータ
ファイルに変換します。
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     CONV.EXE Data1.F32 Data1.PNT Data1.PAR

　 それぞれのファイルをＤＯＳ版からＷ indows版のファイルに変換します。

      CONV.EXE *.*

　 カレントディレクトリにある全てのＤＯＳ版のファイルを同じファイル名の（拡張子は変換さ
       れる）Ｗ indows版のファイルに変換します。
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